
朝日パブリック・コメント
集計結果

報告書

件名　　　　　　　　；　裁判員制度パブリックコメント
調査対象　　　　　；　アサヒ・コム読者　／　朝日新聞読者
調査方法　　　　　；　朝日パブリックコメントシステムを利用した
　　　　　　　　　　　　　フリーアンサー
集計期間　　　　　；　２００３年８月４日（月）～９月３日（火）
有効回答数　　 　；　６０８件
提出コメント数　 ；　５０３件
調査企画　　　　 ；　朝日新聞社広告局　・　電通
レターヘッド　　　 ；　朝日新聞社広告局　朝日パブリックコメント





・性別（n＝608）
男女比＝３：１　
男性（n＝457）の職業上位３位　専門技術職　21.2％、事務営業保安職　13.3％、管理職　11.5％
女性（n＝151）の職業上位３位　事務営業保安職　7.6％、その他　4.4％、専門技術職　3.8％　の順
※女性その他は派遣社員、主婦（パートタイム）などが考えられる



・年齢（n＝608）
２０代、３０代が６割、４０代前半を含めるとおよそ８割弱に達する
２０代は女性比率が高め（男：女＝２：１）であるのに対し、４５歳以上になると男性比率が高くなる（６：１）



・職業（n＝608）
管理職　12.0％、専門技術職　25.0％、事務営業保安職　20.9％で合計すると約６割弱
いわゆるホワイトカラー層を中心とした回答者が多いことが分かる



９８．２％が今回のパブリックコメントの提出に同意





男性が女性に比べて｢行ったことがある｣と答えた人の割合が（男女比＝３：１）に対して高め
一方で女性は「いいえ」と答えた人の割合がやや高い







男性は当事者（n＝69）と答えた人の割合が多い（男女比３：１に対し、１３：２）
傍聴人（n＝122）と答えた人に学生の割合が高い
※事務営業保安職　10.5％、学生　9.2％の順





回答数上位３つの設問が、｢期間が長い　86.6%・分かりにくい　56.4％・常識からずれている　39.8％｣という消極的な理
由に集中している





（n＝598）
判決を下すまでに十分な時間がかけられている（n＝85）と答えた人に学生の割合が多い
そもそも何が行なわれているか知らない（n＝68）と答えた人に専門技術職の割合が多い



十分な時間がかけられている　職業別トップ　学生　2,.5％
そもそも何が行なわれているか知らない　職業別トップ　専門技術職　4.3％



（n＝608）
｢詳しく内容まで理解していた、何となく知っていた｣で７割。
｢中身は知らないまでも名前を知っている｣と答えた人を含めると全体の８５％に及ぶ。
女性は｢知らなかった｣（n＝88）と答えた人の割合が男女比２：１と高い









（n＝608）
回答者の多い順に、｢国民の社会常識を反映　60.7％・感情に基づく誤審が増える　45.9％・素人が判断するのは問題
　39.3％｣となっている。
前向きな制度になることを期待するポジティブな意見がある一方で、ネガティブな意見が併存している









（n＝607）
消極的な参加意志までを含めると、約８割弱が義務を果すと答えている。
男性は｢積極的に義務を果したい（n＝283）｣と答えた人の割合がやや高い
（男女比３：１に対して４：１）
女性は｢積極的ではないが～（n＝190）｣と答えた人の割合が高い（同比２：１）
専業主婦（主夫）で辞退する（n＝134）と答えた人はほとんどいない（0.5％）









（n＝158）
回答数の上位３位は｢生活面　69.0％・個人のプライバシー　62.0％・被告人、被害者からの圧力　53.2％｣　
男性は他人事には関りたくない（n＝25）と答えている人の割合が多い（男女比７：１）
ほとんど全ての設問において専門技術職の割合が高く見られる
　
　※全ての回答において専門技術職が占める割合が最も多くみられる















１週間を超えるとボリュームゾーンである管理職・専門技術職・事務営業保安職の割合が落ちる
男性は２・３日程度（n＝196）と答えた人の割合が多いのに対し、女性は１ヶ月以上でも可（n＝58）と答えた人の割合
が多い　※前者は男女比４：１、後者は同比５：４
２週間程度より長期にわたって可能と答えた人には５５歳以上の人が多い



掲載事例（２００３年８月９日～９月３日）





掲載事例（２００３年８月９日～９月３日）





掲載事例（２００３年８月２６日）　＊突き出し


